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第１５４回通常総会議事録 

 

１．日 時  令和５年３月１日（水）１３時２８分～１４時１３分 

  

２．場 所  東奥日報新町ビル ３階 「New’sホール」 

 

３．出席会員 ３１名 

青 森 県  青 森 市  弘 前 市  黒 石 市 

十 和 田 市  つ が る 市  平 内 町  外 ヶ 浜 町 

今 別 町  蓬 田 村  鰺 ヶ 沢 町  深 浦 町 

藤 崎 町  大 鰐 町  田 舎 館 村  板 柳 町 

中 泊 町  鶴 田 町  野 辺 地 町  七 戸 町 

六 戸 町  横 浜 町  東 北 町  東 通 村 

風 間 浦 村  佐 井 村  五 戸 町  田 子 町 

南 部 町  新 郷 村  医師国保組合 

 

４．欠席会員 １１名 

八 戸 市  五所川原市  三 沢 市  む つ 市 

平 川 市  西 目 屋 村  おいらせ町  六 ヶ 所 村 

大 間 町  三 戸 町  階 上 町   

 

５．出席常勤役員 

   常務理事 舛 甚  悟 

 

６．事務局 

奈良事務局長外１２名 

 

７．提出議案 

（１）報告第１号 理事長専決処分事項報告の件 

（２）議案第１号 令和４年度青森県国民健康保険団体連合会 

診療報酬審査支払特別会計補正予算（案）の件 
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（３）議案第２号 

 

（４）議案第３号 

 

（５）議案第４号 

 

（６）議案第５号 

 

（７）議案第６号 

 

（８）議案第７号 

 

（９）議案第８号 

 

（10）議案第９号 

 

（11）議案第 10号 

 

（12）議案第 11号 

 

（13）議案第 12号 

 

（14）議案第 13号 

 

（15）議案第 14号 

 

（16）議案第 15号 

 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

事業計画（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

一般会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

診療報酬審査支払特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

職員退職手当特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

国保新聞等特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会第三者行為 

損害賠償求償事務共同処理事業特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会レセプト 

電算処理システム準備積立金特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

介護保険事業関係業務特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

障害者総合支援法関係業務等特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

医師確保対策事業特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会 

後期高齢者医療事業関係業務特別会計予算（案）の件 

令和５年度青森県国民健康保険団体連合会特定健康 

診査・特定保健指導等事業特別会計予算（案）の件 

青森県国民健康保険団体連合会 

医師確保対策事業規則等の一部を改正する規則（案）の件 

青森県国民健康保険団体連合会 

理事の補充選任（案）の件 
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 第１５４回通常総会の開会を告げた。 

（とき：１３時２８分） 

 主催者挨拶。（要旨別紙） 

 議長の選出について、慣例に従い事務局から指名するこ

とに異議がないかを諮ったところ全員異議なく、大鰐町長 

山田 年伸氏を選任した。 

 就任挨拶後、会員総数４２名のうち、本日の出席者は 

３１名で過半数に達したので、本総会は成立する旨を宣し

た。 

議事録署名者は慣例に従い、議長から指名することの了

承を得て、田舎館村長 鈴木 孝雄氏、横浜町長 石橋 勝大

氏の両名を指名し、会議日程を本日一日とすることにそれ

ぞれ決定した。 

 議案審議に入る旨を告げ、各議案とも要点のみの説明に

とどめるよう事務局に対し指示した。 

本総会の提出議案である報告事項１件、議決事項１５件

を一括上程し、これを適宜分割のうえ審議することの了承

を得て、報告第１号理事長専決処分事項報告の件について、

事務局の説明を求めた。 

事務局長の奈良から説明したい。 

議案書の３頁をご覧願いたい。 

 報告第１号理事長専決処分事項は２件の補正予算である。 

いずれも早急に対応する必要があったため、国保法の規

定により令和４年１１月２日と１２月１９日に専決されて

いる。 

１点目は一般会計である。 

内容については、６頁の事項別明細書で説明したい。 

県から委託されていた、介護と障害施設職員の収入を

３％引き上げるとした「処遇改善支援事業」において、障

害施設分の交付金に不足が生じたため、県の指示に従い、

歳入に県からの受入金、歳出に事業費として施設への交付

金をそれぞれ９，３１２万７，０００円追加したものであ 
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る。 

 続いて８頁である。 

２点目は、後期高齢者医療関係特別会計の公費負担医療

費支払勘定である。 

内容は１０頁の事項別明細をご覧願いたい。 

コロナ感染拡大第８波の影響で、後期高齢者のコロナ感

染症医療費の支払に不足が生じたため、歳入に公費負担者

からの受入金、歳出に医療機関への支出金、それぞれ２億 

８，２４７万８，０００円を追加したものである。 

説明は以上である。 

事務局の説明に対して質疑を徴したところ全員異議なく、

報告第１号は承認を得た旨宣した。 

 次に、議案第１号令和４年度診療報酬審査支払特別会計

補正予算の件について事務局の説明を求めた。 

議案第１号は議案書の１２頁からであるが、予算補正内

容が３件混在しているので、本日配付の資料 No.１で説明

したい。 

資料 No.１の１頁をご覧願いたい。 

まず、新型コロナ関連の予算補正が２件である。 

（１）の①にあるが、本会が市町村の委託を受けて実施

しているコロナワクチンの住所地外接種費用の決済業務に

おいて、昨年末の感染拡大第８波の影響で処理件数が大幅

に増え、データエントリー等の事務経費に不足が生じたた

め、業務勘定の歳入に市町村からの事務費受入金、歳出に

業務委託料をそれぞれ５１２万円追加する。 

２点目は②で、同じく第８波の影響で、国保被保険者の

コロナ感染症医療費の支払額に不足が生じるため、公費負

担医療支払勘定において、歳入に公費負担者からの受入金、

歳出に医療機関への支払額をそれぞれ９，１８８万 

２，０００円追加するものである。 

続いて２頁をご覧願いたい。 

３点目は、保険者間調整に関する予算補正である。 
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（１）の理由にあるとおり、本会では協会けんぽと国保 

の被保険者が資格異動したにもかかわらず、前の保険のま 

ま受診した場合、その医療費を本来の保険者に振り替える

保険者間調整を行っている。 

今回、非常に高額な医療費がかかっていた方の調整が発

生し、予算不足が生じる見込みとなったことから、業務勘

定において、歳入に協会けんぽからの受入金、歳出に国保

保険者への返還金をそれぞれ不足額４，２２８万 

３，０００円追加するものである。 

 下の「３」には、予算補正総括表を載せている。 

説明は以上である。 

 事務局の説明に対して質疑を徴したところ全員異疑なく、

議案第１号は原案どおり決定する旨宣した。 

次に、議案第２号令和５年度事業計画の件について事務

局の説明を求めた。 

 常務理事の舛甚である。 

 事業計画については、資料№２に基づき説明したい。 

 事業計画の基本方針に掲げた重点事項のうち、６項目を

資料として調製した。 

 １頁をお開き願いたい。 

 第１点目は、国保と後期の医療費の審査支払業務につい

てである。 

 水色の棒グラフの国保の医療費支払額は、右端の令和４

年度は前年度に比べ１３億円減の９５２億円と見込んでい

る。 

 下の表の国保加入者数は、非正規従業員の社保適用拡大

や団塊世代の後期高齢者医療制度への移行等により減少し

ており、そのことが医療費の減の要因と思われる。 

 一方、ピンク色の後期の支払額は、加入者数の増加によ

り、２６億円増の１，５９０億円となる見込みである。 

 この審査業務については、審査委員の先生方と連携し、 

適正審査に努めることとしている。 
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 ２頁をお開き願いたい。 

第２点目は、国保共同処理業務についてである。 

 市町村国保事務の広域化・効率化等に向けた本会の主な

取組をまとめたものである。 

左側の①の「保険者事務の共同実施」では、収納対策や

各種証明書の作成に加え、下から３つ目の統計資料やその

下の資格・給付関係業務に取り組んで参りたい。 

また、右側の②「医療費適正化」、その下の③「保健事業

の共同実施」を推進することとしている。 

 この②と③は「保険者努力支援制度」に直結することか

ら、市町村が確実に評価点を獲得できるよう支援して参り

たい。 

 特に②の「医療費適正化の共同実施」では、先程の理事

長の挨拶にあった「全世代型社会保障構築法案」に、本会

業務として明記されている「データ分析に基づく医療費適

正化業務の推進」に対応するため、項番「８」と「９」を

中心に取り組みを強化して参りたい。 

また、③の「保健事業の共同実施」では、項番「１」の

「第３期データヘルス計画策定に関する支援」として、各

市町村が令和６年度から１１年度までを計画期間とする

「第３期データヘルス計画」を５年度中に策定する必要が

あることから、本会に設置の「保健事業支援・評価委員会」

で支援することとしている。 

 ３頁をお開き願いたい。 

 第３点目は、各業務処理システムの管理・運用について

である。 

 本会の基幹システムである国保総合システムは、３行目

の 1つ目の〇に記載のとおり、令和６年３月に現行機器の

保守期限を迎える。 

システム更改にあたっては次の〇の部分であるが、政府

の「クラウド・バイ・デフォルト」の原則に従い、クラウ 

ドサービスの利用と支払基金システムとの整合性の確保が 
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求められていることから２段階で実施する。 

 図の上段の緑色で囲んだ第１段階では、レセプトの受付

機能の共同利用とコンピュータチェックルールの整合性の

確保を目指しており、右側の緑色の点線で囲んだ部分のと

おり、本県では令和６年２月にシステムの切り替えを予定

している。 

 下段左側の水色部分の第２段階では、令和８年４月から

審査・支払機能を支払基金と共同利用すべく、右側の点線

部分の４行目に記載の厚労省、デジタル庁、支払基金、国

保中央会の４者で「審査支払システム共同開発推進会議」

を設置し、本年３月末までに基本方針を取りまとめること

になっている。 

 このシステム更改は、国の意向を踏まえたものであるた

め、知事会、市長会、町村会など、地方６団体の協力のも

と、国に対し第１段階の開発費不足分の財政支援を要請し

てきた。 

その結果、右上に赤字で記載のとおり、令和４年度分と

して５４億円、また、５年度分は５７億円が今年度の２次

補正予算に前倒しで確保された。 

ご協力に感謝申し上げる。 

 今後は、令和６年度からの新システムの運用費と第２段

階の開発に多額の費用が見込まれることから、市町村に追

加の負担を生じさせないため、国が責任をもって補助する

よう求めていくこととしている。 

 引き続きご支援をよろしくお願いしたい。 

 次に４頁をお開き願いたい。 

 第４点目は、特定健診・特定保健指導関連業務について

である。 

 令和３年度分の健診実施率の速報値が昨年の１１月にま

とまり、右上の表に記載のとおり、令和３年度の県平均は

３５．２％で、前年度に比べ１．４ポイント増となった。 

しかし、新型コロナ流行前の令和元年度の実施率には戻 
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議 長 

 

議 長 

っていない状況である。 

 次の５頁は特定保健指導の実施率で、こちらは２年連続

で低下しており、対面での指導がなかなか実施できていな

いことが要因と聞いている。 

 次の６頁は、特定健診実施率を年代別にグラフ化したも

のである。 

 県全体でみると、上の表の赤枠で囲っている４０代、 

５０代の働き盛り世代の実施率が特に低い状況にある。 

 本会としては、この健診実施率の向上に向けて、引き続 

き広報活動や保健協力員活動の活性化に取り組んで参りた

い。 

７頁をお開き願いたい。 

 第５点目は、介護保険関連業務についてである。 

 介護給付費の支払額は、右端の令和４年度では、前年度

に比べ１３億円減の１，３８０億円で、平成１２年の制度

開始以来、初めて減となる見込みである。 

 これは、コロナの感染拡大で通所系サービスの利用控え

や事業所側の受け入れ制限が要因と思われる。 

 本会としては、介護保険のインセンティブ制度において、

市町村が評価点を獲得できるよう、介護給付費通知やケア

プラン点検など介護給付適正化事業への支援に努めて参り

たい。 

 最後に８頁である。 

第６点目は、障害者総合支援給付関連業務についてであ

る。 

 棒グラフの黄色の障害者分、薄紫色の１８歳未満の障害

児分のどちらも増加傾向にある。 

引き続き審査支払業務の円滑な運営に努めて参りたい。 

説明は以上である。 

 事務局の説明に対して質疑を徴したところ全員異疑なく、

議案第２号は原案どおり決定する旨宣した。 

次に、予算関係である。 
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 議案第３号令和５年度一般会計予算の件から第１３号令 

和５年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計予算

の件までの計１１件について、事務局の説明を求めた。 

 本日配付の資料№３「令和５年度本会予算（案）説明資

料」をご用意願いたい。 

予算案は、議案書では１３０頁にも及ぶことから、この

資料により簡潔に説明したい。 

資料№３の１頁をお開き願いたい。 

はじめに予算総括表である。 

 議案第３号一般会計から１番下の第１３号特定健診関 

係特別会計までの合計額は、４，９５７億９，９４６万 

７，０００円で、前年度に比べ２１億３１６万９，０００

円の増である。 

 なお、理事長の挨拶にもあったとおり、明令和５年度に

おいては、市町村に負担いただく負担金・手数料はすべて

据え置きで予算編成している。 

各会計の要点を２頁から記載している。 

 この資料は、左から議案番号、会計の名称と手数料の単

価、右隣りに歳入面の前年度比較と説明、一番右が歳出面

の比較・説明である。 

それぞれ主な増減の理由は、赤字で表記している。 

 議案第３号は一般会計である。 

 歳入１款負担金は、被保険者数の減少が見込まれ３３０

万円の減としている。 

 ６款繰越金についても、被保険者数の減少で年々予算規

模が縮小していることから、６８９万円の減が見込まれる。 

 ８款県支出金の１５億円の大きな減額は、４年度に県か

ら受託した「介護・障害施設職員の処遇改善支援事業」の

交付金支払業務の終了により、県からの受入金が減額とな

ったものである。 

 なお、赤い点線で結んでいるとおり、歳出の介護施設等 

への支払額が同額減額である。 
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歳出面では、２款総務費が４７３万円の増である。 

理由欄にあるように、④のインボイス制度開始によるシ

ステム改修と⑤の消費税を納付する公課費の増が主なもの

である。 

 ４款積立金は昨年度比７００万円の減である。 

これは平成３０年度に国保審査会計の赤字補填として取

り崩した事業運営積立金を積み戻ししているものであるが、

５年度は収入不足に充てるため減額している。 

 以上で、一般会計の合計額は、前年度比１５億 

８，２１３万３，０００円減の１億１，８３１万 

１，０００円である。 

 ３頁をお開き願いたい。 

 続いて、議案第４号は国保の医療費に関する診療報酬審

査支払特別会計である。 

 この会計には、業務勘定と、医療費を保険者から受け入

れして医療機関への支払いを通過経理する４つの支払勘定

がある。 

 まず、業務勘定であるが、歳入１款手数料はレセプト件

数の大幅な減少が見込まれており、前年度比２，１６０万

円の減である。 

 ６款繰入金の２億６２万円の増は、国保総合システムと

国保情報集約システムの更改のための積み立てを計画に沿

って繰り入れるものである。 

 まず、国保総合システムの更改へは、①財政調整基金、

②機器購入積立金、④ＩＣＴ積立金を黒点線のとおり、歳

出１款総務費のシステム更改経費と４款国保中央会負担金

のシステム開発負担金に充てる。 

このうち、ＩＣＴ積立金は、洗替え方式のため一旦積立

全額を繰り入れするが、今年度分に投入した残額を歳出５

款で積み直しし、令和７年度まで続く更改経費に順次投入 

していくこととしている。 

もう１つの国保情報集約システムは、平成３０年度の国 
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保都道府県化により導入されたもので、これも令和５年度

に国の指示で全国クラウド化される。 

このため、準備してきた③の機器購入積立金を青点線の

とおり、開発負担金等に投入し、残額を歳出５款でＩＣＴ

積立金に積み直しし、令和６年度以降、市町村から負担い

ただく運用経費に充当していく。 

 以上で業務勘定の合計額は、前年度比８，７３８万 

８，０００円増の１０億９８４万８，０００円である。 

 ４頁をお開き願いたい。 

 続いて国保の医療費関連の４つの支払勘定である。 

 一番上は国保被保険者の医療費分で、歳入１款の増減理

由欄にあるとおり、被保険者数が大きく減少しているため、

合計額は前年度比１２億３，０００万円減の１，０００億

３，０３６万３，０００円を計上している。 

 その下の公費負担支払勘定は、難病や重度心身障害者、

コロナ感染症の医療費など２０項目の公費負担医療費を経

理しているものであるが、コロナ医療費の公費負担継続も

考慮し、前年度比２億７３６万１，０００円増の４２億 

３，１５５万６，０００円としている。 

その下は出産育児一時金等支払勘定であるが、出産一時

金は令和５年度から４２万円が５０万円に引き上げられる

ことから、前年度比８，６４０万円増の５億４，００２万

円としている。 

 一番下は、国の風しん追加対策とコロナワクチンの住所

地外接種費用を経理しているものである。 

 コロナワクチンの公費負担継続と流行期の大きな波への

対応として、前年度比２億５，４４０万円増の９億 

９，３７１万９，０００円を計上している。 

次に、５頁をご覧願いたい。 

 議案第５号は、職員退職手当特別会計である。 

 これは複式会計で退職手当積立金を管理しているもので、

令和５年度の合計額は４，３２４万３，０００円となる見 
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込みである。 

 続いて議案第６号は、国保新聞等特別会計である。 

 国保新聞や参考図書の市町村共同購入、市町村が使用す

るパソコンのリース料の仲介などを経理するもので、合計

額は前年度比３１０万５，０００円増の９，２９１万 

３，０００円である。 

次の議案第７号は、第三者行為損害賠償求償事務共同処

理事業特別会計である。 

 この会計は、交通事故などでかかった医療費を市町村に 

代わって損害保険会社や加害者から求償し、当該市町村等

に送金しているもので、令和５年度の取り扱い額は前年度

同額の３億２，０００万円と見込んでいる。 

 次の議案第８号は、レセプト電算処理システム準備積立

金特別会計である。 

 この会計は、社保側と国保側が共同利用しているシステ

ムの改修費に充てるため、国が定めたレセプト１件当たり

６８銭の手数料を市町村から受け入れて、国保中央会に特

別分担金として拠出するもので、前年度比１６万 

４，０００円減の３５０万９，０００円である。 

 続いて６頁をご覧願いたい。 

 議案第９号は介護保険関係の特別会計で、業務勘定と２

つの支払勘定である。 

 まず、業務勘定の歳入１款手数料は８０４万円の増であ

るが、理由欄②の電子証明書の発行手数料と③の国が新た

に始めるケアプラン連携に係る事業所のシステム利用料は、

点線で結んでいるとおり通過経理するものである。 

５款繰入金は９１３万円の増である。 

 ①財政調整基金、②機器購入積立金の繰り入れは、点線

で結んでいるとおり、国の意向を受けて全国クラウド化さ

れる介護保険システムの更改経費の初年度分に充てていく

ものである。 

その充当対象だが、歳出１款総務費の②は、本会が無償 
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で市町村に配付している介護業務端末の構築経費で、セキ

ュリティ管理のため急遽前倒しで入替えが必要となったも

のである。 

 また、４款国保中央会負担金は、新システムのクラウド

環境構築費として５００万円程度の増となるのでこれに充

てる。 

なお、充当に要した残額と③のＩＣＴ積立金は、歳出６ 

款において積み戻しし、６年度に本格化するシステム更改

経費に充当する。 

 以上で合計額は、前年度比１，１９８万円増の２億 

２，０２６万１，０００円である。 

 続いてその下は、介護給付費の支払勘定である。 

特定入所者介護サービス給付費の減が見込まれ、前年度

に比べ３億１，２００万円減の１，４８５億３９万 

７，０００円としている。 

 その下は公費負担支払勘定で、生活保護や難病など１２

項目の公費負担の介護給付費を経理しているものであるが、

５年度は県からの委託を受けて新たに原爆介護費の審査支

払を開始することから、１７０万４，０００円増の 

１９億２，７１１万９，０００円としている。 

 ７頁をご覧願いたい。 

議案第１０号は、障害者総合支援法関係の特別会計であ

る。 

 まず、業務勘定である。 

歳入１款手数料は２５４万円の増であるが、理由欄②の

電子証明書発行手数料１１７万円は、介護保険と同様に通

過経理するものである。 

２款繰入金は６０６万円の増だが、これはシステム更改

への備えとして令和４年度に積み立てた分であり、令和５

年度も歳出３款で積み直しし、令和６年度に本格化するシ 

ステム更改経費に備えていきたい。 

以上で合計額は、前年度比５４８万８，０００円増の 
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６，５７０万７，０００円である。 

 その下は、障害介護給付費の支払勘定である。 

 この給付費は毎年伸び続けていることから、令和５年度

も４億５６０万円増額し、４１６億８，２６３万 

７，０００円としている。 

その下は１８歳未満の障害児の給付費で、ここ数年の伸 

び率を考慮し、９，６００万円増の６８億８，８０７万 

９，０００円としている。 

 続いて議案第１１号は、医師確保対策事業特別会計であ

る。 

 この会計は、歳出からご覧願いたい。 

 歳出１款事業費が令和５年度の学生への修学資金支援費

総額で、前年度比２８３万円増の１億４，６７９万 

７，０００円である。 

 これを市町村が歳入１款市町村負担金として４分の１、

県が歳入２款県支出金として４分の３を拠出するものであ

る。 

なお、市町村負担金には、４款繰越金の１，５４０万 

８，０００円が充当されるので、令和５年度の市町村負担

額は２，１２９万円となっている。 

以上で合計額は、前年度比２，３３９万４，０００円減

の１億４，６８０万円である。 

 続いて８頁である。 

 議案第１２号は、後期高齢者医療関係の特別会計である。 

 まず、業務勘定である。 

歳入１款手数料は３６３万円の減である。 

 これは、コロナによって高齢者が受診を減らす傾向が定

着してきたことを受け、推計方法を見直したことによるも

のである。 

３款後期高齢者医療広域連合受入金は、１，４６３万円 

の増である。 

 これは、広域連合から運用・保守の委託を受けている広 
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域連合電算処理システムが更改を迎えるため、①の現行シ

ステムの運用業務が終了する一方で、⑤の新システムの運

用業務が改めて広域連合から委託される予定のため、新・

旧システム委託費の差額である。 

 新システムは国の意向でクラウド化されることから、初

期構築分が増額となっている。 

なお、これらの委託料は赤点線のとおり、歳出１款総務

費において、新・旧システムともに同額が作業経費として

支出される。 

 ５款繰入金は５，６２３万円の増であるが、これは、国

保総合システム更改経費の後期高齢者負担分に充てるため

の繰り入れである。 

 ①財政調整基金は、点線のとおり歳出１款総務費の③本

会側のシステム更改経費に、②のＩＣＴ積立金は歳出５款

の中央会への開発負担金の今年度分に投入し、残額を積み

直して６年度、７年度の更改経費に充当する。 

 以上で合計額は、前年度比５，５６７万７，０００円増

の９億３，９６４万７，０００円である。 

 その下は、後期高齢者の医療費を経理する支払勘定であ

る。   

被保険者数の２％程度の増加を考慮し、前年度に比べ 

３５億４００万円増の１，８４８億８，４２０万 

３，０００円としている。 

 一番下は、コロナ感染症に係る医療費など高齢者の１５

項目の公費負担医療費を経理しているもので、今年度実績

を勘案し、前年度に比べ４億７，９５２万２，０００円増

の１４億４，０１４万円としている。 

 続いて９頁である。 

 議案第１３号は、特定健診関係の特別会計である。 

 まず業務勘定であるが、主な点としては歳入２款積立金 

繰入金が１８２万円の減である。 

理由欄のとおり、洗替え方式の２つの積立金において、 



 - 16 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

奈 良 事 務 局 長 

４年度のシステム運用負担金等に充てた分が減少している。 

なお、この積立金については、歳出２款において積み戻

しし、多額の負担が見込まれる令和８年度のシステム更改

に備えていきたい。 

 以上で合計額は、前年度比１３６万６，０００円減の 

３，６６３万８，０００円である。 

 その下は、国保被保険者の特定健診等費用の支払勘定で 

ある。 

 コロナによる健診受診控えが若干解消傾向であることな

どから、前年度比２，１６０万円増の１０億６，０２３万

８，０００円としている。 

 一番下は後期高齢者の健診費用の支払勘定で、こちらは

被保険者数の増加分として、前年度に比べ１，２００万円

増の６億２，４１１万９，０００円である。 

最後に１０頁をご覧願いたい。 

ただ今説明した各会計の積立金予定額の一覧である。 

 ８番の合計が令和５年度末の総保有額で、前年度に比べ

１，２９３万９，０００円減の４億２，４２４万 

８，０００円の見込みである。 

 なお、このうち機器購入、電算処理システム導入作業、

ＩＣＴの各積立金は、令和８年度までに各システムの更改

経費に充てるものである。 

 右側には、各積立金の目的、上限額、洗替えによる積立

方式などそれぞれの運用方法を一覧にしているので、ご参

考に願いたい。 

説明は以上である。 

事務局の説明に対して質疑を徴したところ全員異議なく、

議案第３号から第１３号までの計１１件の議案は原案どお

り決定する旨宣した。 

次に、議案第１４号医師確保対策事業規則等の一部を改 

正する規則の件について事務局の説明を求めた。 

議案書の１７１頁をお開き願いたい。 
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議案第１４号は本会医師確保対策事業規則等の一部を改

正する規則である。 

改正規則の内容は１７２頁である。 

この事業は、県と市町村が拠出し、弘前大学の医学生に

修学資金を貸付しているもので、「卒業後、県内指定医療機

関で一定期間勤務した場合、返済を免除する」こととして

いる。 

この指定医療機関のうち「国立弘前病院と弘前市立病院

との統合により設立される新中核病院」と規定していたも

のを「弘前総合医療センター」に改めるものである。 

 これは令和４年度当初、当該病院の名称がまだ決まって

いなかったことから「新中核病院」として追加していたの

で、今回、関連規則等において正式名称に改めるものであ

る。 

 １７４頁からは、医師確保対策事業規則並びに医師修学

資金支援事業細則及び事業規程の関係部分の新旧対照表を

載せている。 

 説明は以上である。 

 事務局の説明に対して質疑を徴したところ全員異議なく、

議案第１４号は原案どおり決定する旨宣した。 

 次に、議案第１５号理事の補充選任の件について事務局

の説明を求めた。 

 議案書１８０頁をお開き願いたい。 

議案第１５号は、理事の補充選任の件である。 

 本会の理事については、現在、県町村会推薦理事が１名

欠員となっている。 

 このため、先般、県町村会から推薦のあった今別町長の

阿部義治氏を「本会役員の選任方法等に関する規則」に基

づき選任いたしたいという主旨である。 

なお、任期は本日から現役員任期満了日の令和５年７月 

１１日までとなる。 

説明は以上である。 
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 事務局の説明に対して質疑を徴したところ全員異議なく、 

議案第１５号は原案どおり決定する旨宣した。 

 全議案の議了を宣した。（とき：１４時１１分） 

 閉会挨拶。（とき：１４時１２分） 

 総会日程の終了を告げた。（とき：１４時１３分） 
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と
こ
ろ 

東
奥
日
報
新
町
ビ
ル 

３
階
「
Ｎ
ｅ
ｗ
‘
ｓ
ホ
ー
ル
」 

 
 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。 

理
事
長
を
務
め
ま
す
、
青
森
市
長
小
野
寺
晃
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
日
は
、
皆
様
大
変
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
第
154
回
通
常
総
会
開
会

に
あ
た
り
ご
参
集
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
日
の
総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
等
に
つ
い

て
、
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
冒
頭
私
か
ら
２
点
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

１
点
目
は
、
国
保
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

政
府
で
は
、
子
育
て
支
援
と
世
代
間
負
担
公
平
化
を
柱
と
し
た

「
全
世
代
対
応
型
社
会
保
障
構
築
法
案
」
を
閣
議
決
定
し
、
今
国
会

に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

特
に
、
国
保
関
係
で
は
、
産
前
産
後
の
保
険
税
免
除
の
創
設
に
加

え
て
、
都
道
府
県
内
で
の
保
険
料
水
準
の
統
一
と
、
医
療
費
適
正
化

の
推
進
と
い
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
国
が
「
保
険
料
水
準
統
一
・
加
速
化
プ
ラ
ン
」
と

い
う
も
の
を
作
成
し
、
積
極
的
に
後
押
し
を
す
る
。 



ま
た
、
国
保
連
合
会
の
デ
ー
タ
分
析
業
務
も
明
記
し
て
、
医
療
費

適
正
化
対
策
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
で
、
都
道
府
県
化
し
た
国
保
制

度
の
財
政
基
盤
強
化
を
図
る
と
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
会
と
し
て
は
、
医
療
費
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
各
種
共
同
処
理
業

務
の
充
実
を
図
り
、
医
療
費
適
正
化
へ
の
更
な
る
保
険
者
支
援
に
努

め
て
参
り
ま
す
。 

加
え
て
、
国
が
新
し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
進
め
る
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
を
は
じ
め
と
す
る
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
そ
の
要
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
等
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
に
引
き
続
き
協
力
し
、
市
町
村
の
国

保
事
務
の
効
率
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

２
点
目
は
、
予
算
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ご
承
知
の
と
お
り
、
国
保
加
入
者
が
大
幅
に
減
少
傾
向
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

本
会
の
手
数
料
収
入
も
大
き
く
落
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
歳
出
面
に
お
い
て
、
国
の
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改

革
工
程
表
」
に
基
づ
い
て
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
４
年
間
に
わ
た

る
更
改
作
業
に
よ
り
、
多
額
の
開
発
負
担
金
の
拠
出
が
続
い
て
ご
ざ

い
ま
す
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
費
節
減
に
努
め
、
一

般
負
担
金
、
各
審
査
支
払
手
数
料
と
も
に
据
置
き
の
形
で
ご
提
案
し

て
ご
ざ
い
ま
す
。 

 



明
年
度
に
お
い
て
も
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
町
村
の
皆
様
の
支

援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

慎
重
審
議
の
う
え
、
ご
承
認
、
ご
決
定
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
冒
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

本
日
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


